
 

 

 

 

 

 

寄 

付 

金 
 

 

令
和
６
年
７
月
13
日
よ
り
令
和
６
年
９
月
12
日
ま

で
の
間
に
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◎
香
典
返
し
寄
付 

 

・
上
福
井
地
区 

サ
キ
バ
ル 

 
 

仲
道 

𠮷
美 

様 
 

（
故 
ヨ
シ
ヱ 

様
） 

 ・
中
原
地
区 

真
加
田 

古
賀 

里
美 

様 

（
故 

康
行 
様
） 

 ・
小
石
原
中
央
区 

中
町 

 
 

魚
住 

昌 

様 

（
故 

 

有
田
キ
ミ
カ 

様
） 

 ・
小
石
原
中
央
区 

上
町 

 
 

長
澤 

善
子 

様
（
故 

貞
義 

様
） 

 ・
鼓
北
区 

鶴 

 
 

高
藤
千
代
子 

様
（
故 

輝
昭 

様
） 

 ・
上
福
井
地
区 

 
 

重
石 

則
子 

様
（
故 

テ
ツ
ヨ 

様
） 

 ・
大
行
司
地
区 

大
行
司
中 

 
 

岩
下 

秀
康 

様
（
故 

知
水 

様
） 

 

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

 

 

こ
の
寄
付
金
は
、
村
内
の
社
会
福
祉
事
業
の
た
め 

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

高
齢
者
大
学
の
開
催 

 

５
月
よ
り
毎
月
１
回
第
２
火
曜
日
に
喜
楽

来
館
で
高
齢
者
大
学
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

午
前
中
は
講
師
を
招
い
て
の
講
話
、
午
後

は
認
知
症
予
防
を
テ
ー
マ
に
、
軽
体
操
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
実
技
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

７
月
９
日
（
火
）
は
、
管
理
栄
養
士
の
原 

恵

美
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
「
食
べ
て
動

い
て
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
予
防
」
と
題
し
、
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
の
予
防
・
改
善
に
は
、
食
事
と
運
動
が

重
要
と
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

※
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
、
加
齢
に
伴
い
筋

肉
量
が
減
少
し
、
筋
力
や
身
体
機
能
が
低
下

し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。 

８
月
６
日
（
火
）
は
、
福
岡
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
常
務
理
事
の
緒
方 

初
美
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
健
康
ス
ポ
レ
ク
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
運
動
を
継
続
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
「
楽
し
い
！
」「
効
果
が
見
え

る
！
」「
み
ん
な
と
一
緒
！
」
を
、
実
際
に
体

験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。 

 

１０
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に 

     

共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

共
同
募
金
運
動
は
、
昭
和
２２
年
に
全
国
一
斉
に
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
共
同
募
金
運
動
は
、
そ
の
時
々
の
社
会

的
課
題
に
対
す
る
配
分
を
行
い
な
が
ら
今
日
ま
で
継
続

し
て
続
い
て
お
り
、
現
在
は
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
財
源
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 ・
共
同
募
金
運
動
期
間 

１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
３
ヶ
月
間
で
す
。 

 ・
共
同
募
金
運
動
の
特
徴 

➀
民
間
性
～
共
同
募
金
運
動
は
、
民
間
の
地
域
福
祉
活

動
を
財
源
面
で
支
え
る
た
め
、
住
民
の
参
加
に
よ
る
民

間
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

②
地
域
性
～
共
同
募
金
運
動
は
、
都
道
府
県
の
地
域
を

単
位
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
（
福
岡
県
で
寄
付
さ
れ
た
お
金
は
、
災
害
の
発
生
な
ど

特
別
な
場
合
を
除
き
、
福
岡
県
以
外
の
県
で
使
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

③
計
画
性
～
共
同
募
金
運
動
は
、
そ
の
区
域
内
の
民
間

福
祉
活
動
を
行
う
団
体
等
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
配
分

計
画
を
立
て
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
た
募
金
活
動
及
び

配
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

④
公
開
性
～
共
同
募
金
運
動
は
、
住
民
の
信
頼
の
う
え

に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。 

⑤
参
画
性
～
共
同
募
金
運
動
は
、
地
域
住
民
を
始
め
、
多

く
の
関
係
者
、
理
解
と
共
感
を
得
た
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
参
画
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。 

  

福
岡
県
共
同
募
金
東
峰
村
支
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

戸
別
募
金
を
は
じ
め
法
人
募
金
な
ど
の
募 

金
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様
方 

の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

認
知
症
予
防
教
室
の
開
催 

 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
事
業
と
し

て
、
８
月
８
日
（
木
）
大
原
会
で
認
知
症
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
朝
倉
記
念
病
院 

精

神
保
健
福
祉
士
の
分
藤
さ
ん
か
ら
「
認
知
症

と
そ
の
予
防
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
あ
と
、
作
業 

療
法
士
の
方
々
か
ら 

「
脳
ト
レ
」
と
し
て
、 

後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン 

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
行 

な
っ
て
い
た
だ
い
て 

い
ま
す
。
毎
回
笑
い 

の
絶
え
な
い
教
室
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催 

  

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
事
業
と
し
て

７
月
25
日
（
木
）
宝
寿
会
、
８
月
22
日
（
木
）

鶴
窓
会
に
お
い
て
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、「
認
知
症
予
防
の
た
め
の
食
生

活
」
と
題
し
て
、
認
知 

症
予
防
の
た
め
の
５
つ 

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
認
知 

症
予
防
に
効
果
的
な
食 

べ
物
な
ど
、
管
理
栄
養 

士
の
床
嶋
純
子
先
生
よ 

り
お
話
し
て
い
た
だ
い 

て
い
ま
す
。 

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
の
視
察
研
修
報
告 

（
島
根
県
三
沢
地
区
・
広
島
県
三
次
市
） 

 

７
月
22
日
（
月
）
～
23
日
（
火
）、
東
峰
村
食
品
ア

ク
セ
ス
緊
急
対
策
事
業
地
域
協
議
会
で
、
島
根
県
と
広

島
県
へ
買
い
物
支
援
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
視
察
を
行

な
い
ま
し
た
。 

※
東
峰
村
食
品
ア
ク
セ
ス
緊
急
対
策
事
業
地
域
協
議
会

と
は
、
農
林
水
産
省
の
公
募
決
定
を
受
け
、
東
峰
村
で

の
買
い
物
の
し
づ
ら
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
様
々
な

世
代
の
代
表
者
が
協
議
を
行
な
う
取
組
み
で
す
。 

 

広
島
県
三
次
市
に
あ
る
、『
川
西
郷
の
駅
「
い
つ
わ
の

里
」』
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
農
産
物
直
売
所

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
住
民
や
通
行
客
問
わ
ず
、
買
い

物
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
店
舗

運
営
に
あ
た
り
、
住
民
の
約
85
％
が
出
資
す
る
な
ど
、

住
民
参
加
型
を
基
本
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
さ

ら
に
住
民
の
雇
用
先
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
島
根
県
三
沢
地
区
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
に
』

で
は
、
日
用
品
や
食
料
品
を
気
軽
に
買
え
る
小
さ
な
商

店
を
決
ま
っ
た
曜
日
ご
と
に
開
店
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
移
動
ス
ー
パ
ー
で
自
宅
ま
で
商
品
を
届
け
る
仕
組

み
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
商
店
内
で
は
地
域
住
民
が

サ
ロ
ン
も
出
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

買
い
物
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
繋
が
り
や
見
守
り
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

協
議
会
で
は
、
今
後
も
、
視
察
研
修
の
内
容
も
踏
ま

え
、
東
峰
村
に
合
っ
た
、 

よ
り
良
い
買
い
物
支
援
の
形
を 

協
議
し
て
い
き
ま
す
。 

活
動
報
告
に
つ
い
て
は
、 

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
も 

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（h
ttp

s
://

to
h

o
-s

h
a
k
yo

.n
e
t/fo

o
d
a
c
c
e
s
s

） 

 

こ
の
広
報
誌
は
共
同
募
金
の
配
分
金 

を
受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。 

社
会
福
祉
士
実
習
生
挨
拶 

こ
ん
に
ち
は
。
福
岡
市
に
あ
り
ま
す
「
フ
チ
ガ
ミ
医

療
福
祉
専
門
学
校
」
か
ら
来
ま
し
た
、
原
田
と
申
し
ま

す
。
社
会
福
祉
士
養
成
科
を
専
攻
し
、
実
習
を
受
け
る

た
め
に
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、
社
会

福
祉
士
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

東
峰
村
は
伝
統
的
な
焼
き
物
の
文
化
が
残
っ
て
お

り
、
自
然
の
多
い
素
敵
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

日
田
に
車
の
レ
ー
ス
を
見
に
行
く
時
の
通
り
道
で
、
道

の
駅
小
石
原
も
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
私
自
身
と
て
も

身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
を
は
じ
め
、
村
に
つ
い
て
の

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
高
齢
化
率
も
高
く
、
買
い

物
に
対
し
て
の
不
便
さ
、
産
業
の
少
な
さ
な
ど
か
ら
人

口
減
少
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
農
産

や
醸
造
所
も
あ
る
地
域
な
の
で
、
こ
の
ま
ま
衰
退
さ
せ

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
東
峰
村

で
は
、
食
品
ア
ク
セ
ス
の
協
議
も
行
な
わ
れ
て
い
る
の

で
参
加
し
、
東
峰
村
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
買
い
物
支

援
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。 

１０
月
４
日
（
金
）
ま
で
の 

約
１
か
月
の
間
、
東
峰
村
に 

滞
在
し
て
い
る
予
定
で
す
の
で
、 

見
か
け
ま
し
た
ら
お
気
軽
に 

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
実
習
を 

通
じ
て
、
東
峰
村
の
こ
と
を 

た
く
さ
ん
知
り
た
い
と
思
っ
て 

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

東峰村社協だより 
第１０７号 

令和６年９月１５日号 

東峰村社会福祉協議会 

事務局（喜楽来館内） 

☏  0946-74-2012 

https://toho-shakyo.net/foodaccess


 

令
和
６
年
度 

福
祉
用
具
セ
ミ
ナ
ー
・
展
示
会 

  

高
齢
者
・
障
害
者
の
自
立
生
活
を
支
え
、
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
に
、
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
の
果
た

す
役
割
は
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
最
新
の
福
祉
用
具
を

体
験
し
、
福
祉
用
具
活
用
に
あ
た
っ
て
の
導
入
、
目
的
、

住
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
主 

催
】
福
岡
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー 

【
期 

日
】
令
和
６
年
11
月
８
日
（
金
） 

10
時
～
15
時
30
分
（
受
付
９
時
30
分
～
10
時
） 

【
会 

場
】
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
） 

【
対 

象
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

【
参
加
費
】
無
料 

 

◆
セ
ミ
ナ
ー
①
（
専
門
職
向
け
） 

10
時
～
12
時 

 

 

・
2024
年
介
護
報
酬
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
課
題 

 

講
師
：
東
畠 

弘
子 

氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
） 

 

講
師
：
矢
沢 

由
多
加 

氏
（
公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
） 

 

◆
セ
ミ
ナ
ー
②
（
一
般
向
け
） 

10
時
～
12
時 

 

・
は
じ
め
て
の
福
祉
用
具
の
選
び
方
・
使
い
方 

 

講
師
：
湯
脇 

稔 

氏
（
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
） 

 

◆
福
祉
用
具
展
示
会 

12
時
～
15
時
30
分 

 

約
70
社
が
参
加
し
、
最
新
の
福
祉
機
器
を
中
心
に 

展
示
し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】
下
記
の 

二
次
元
コ
ー
ド 

よ
り
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

 

【
お
問
合
せ
】
０
９
２-

５
８
４-

３
３
５
１ 

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
タ
オ
ル
配
り
で
施
設
訪
問 

  

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
女
性
部
を
中
心
に
毎
年 

会
員
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
タ
オ
ル
を
回
収
し
、

村
内
の
各
施
設
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
、
７
月
19
日
（
金
）
に
会
員
の
皆
様
が
協

力
し
て
、
３
６
４
枚
の
タ
オ
ル
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
会
長
・
副
会
長
・
女
性
部
長
の
方
々
で
村
内
の
施

設
５
ヶ
所
（
東
峰
学
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
ヶ

所
、
保
育
園
２
ヶ
所
）
へ
お
配
り
し
ま
し
た
。 

 

毎
年
各
施
設
の
方
々
か
ら
「
大
変
助
か
り
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

※
お
配
り
し
た
施
設
と
タ
オ
ル
枚
数 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
宝
珠
の
郷  

７
７
枚 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
和
園  

 
 

７
７
枚 

・
東
峰
学
園 

７
０
枚 

・
美
星
保
育
所 

 

７
０
枚 

・
小
石
原
保
育
園 

７
０
枚 

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア―

 

２
０
２
４
㏌
筑
後 

  

筑
後
地
区
の
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
方
を
対
象
と
し
て
、
就
職
面
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 

○
日 

時
：
令
和
６
年
９
月
２１
日
（
土
） 

１３
時
～
１５
時
３０
分
（
受
付
12
時
３０
分
～
15
時
） 

〇
場 

所
：
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
２
階 

展
示
室 

〇
参
加
対
象
者
：
福
祉
の
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る
方
、

福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、
令
和
７
年
３
月

卒
業
予
定
の
学
生
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

（
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要
） 

〇
内 

容 

①
福
祉
施
設
等
と
求
職
者
と
の
面
談
コ
ー
ナ
ー
～ 

参
加
法
人
の
担
当
者
が
ブ
ー
ス
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
求
人
の
こ
と
、
職
場
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
聞
け
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。 

②
福
祉
関
係
の
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー 

福
祉
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
！
ど
ん
な
資
格
が
必

要
な
の
？
ど
う
す
れ
ば
資
格
が
取
れ
る
の
？ 

③
求
職
相
談
（
登
録
）
コ
ー
ナ
ー
～ 

求
人
サ
イ
ト
「
福
祉
の
お
仕
事
」
の
ご
案
内
・
ご
説
明

を
し
ま
す
。
求
職
・
就
活
へ
の
不
安
な
ど
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

〇
参
加
事
業
者
：
高
齢
者
分
野
・
こ
ど
も
分
野
・
障
が
い

児
者
分
野
・
そ
の
他
社
会
福
祉
施
設
な
ど 

〇
お
願
い
：
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策 

➀
マ
ス
ク
着
用
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

②
入
場
時
の
手
指
消
毒
、
検
温
等
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

③
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
無
理
せ
ず
に
入

場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

〇
問
合
せ
先
：
筑
後
地
区
福
祉
人
材
バ
ン
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

０
９
４
２―

３
４―

３
０
３
５ 

 

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て 

 

・
期 

日
：
令
和
６
年
１０
月
９
日
（
水
） 

時 

間
：
午
前
１０
時
～
正
午
ま
で 

場 

所
：
い
ず
み
館 

・
期 

日
：
令
和
６
年
１２
月
11
日
（
水
） 

時 

間
：
午
前
１０
時
～
正
午
ま
で 

場 

所
：
喜
楽
来
館 

・
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
方
々
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
員
の
方
々
で
す
。
ま
た
、

司
法
書
士
の
方
に
も
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

・
詳
し
い
開
催
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
が
近
づ
き

ま
し
た
ら
東
峰
テ
レ
ビ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

東
峰
村
遺
族
会
「
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
」
参
列 

  

令
和
６
年
８
月
１５
日 

福
岡
武
道
館
で
「
福
岡
県
戦
没

者
追
悼
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県
出
身
の

戦
没
者
等
を
追
悼
し
、
御
遺
族
を
お
慰
め
す
る
と
と
も

に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
毎
年
８
月
１５
日

に
福
岡
県
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
峰
村
か
ら
は
、
遺
族
会
よ
り
６
名
の
方
々
が
参
列
し

ま
し
た
。
式
で
は
県
知
事
の
式
辞
に 

続
き
、
福
岡
県
遺
族
連
合
会
会
長
や 

遺
族
代
表
の
方 

な
ど
に
よ
る
追 

悼
の
言
葉
、
参 

列
者
全
員
で
献 

花
を
捧
げ
ま
し 

た
。 

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集 

～
あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
、 

 
 

 
技
能
を
い
か
し
ま
せ
ん
か
～ 

  

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村

内
に
居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
い
か
し
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

 

◆
会
員
に
な
る
に
は 

 

東
峰
村
に
お
住
ま
い
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。（
入
会
時
に
年
会
費
千

円
が
必
要
で
す
） 

 

◆
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て 

 

地
域
の
家
庭
や
、
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
依

頼
さ
れ
た
仕
事
を
セ
ン
タ
ー
が
請
負
、
会
員
の
方
へ

依
頼
し
ま
す
。 

会
員
は
、
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
ま
た
は
遂
行

し
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
配
分
金
を
受
け
取

り
ま
す
。 

主
に
、
草
刈
り
作
業
や
庭
周
り
の
除
草
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 ◆
お
問
い
合
わ
せ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

（
事
務
局
：
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話 

７
４―

２
０
１
２ 

 

 

ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業 

  

「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
は
、
高

齢
者
の
介
護
・
障
が
い
児
者
へ
の
支
援
・
児
童
の
養

育
等
、
様
々
な
専
門
性
を
備
え
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
で
福
祉
を
支
え
て
き
た
社
会
福
祉
法
人
が
、「
生
活

困
窮
」「
孤
立
・
孤
独
死
」「
Ｄ
Ｖ
」
な
ど
、
制
度
で
は

対
応
で
き
な
い
課
題
に
向
き
合
い
、
訪
問
・
相
談
を

通
じ
て
、
困
り
ご
と
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝

い
を
行
な
う
社
会
貢
献
の
取
り
組
み
で
す
。 

※
詳
し
く
は
左
記
３
団
体
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

宝
珠
の
郷 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

清
和
園 

・
社
会
福
祉
法
人 

東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会 

  

 


